
岩手住環境技術研究会 創立32周年セミナー

岩手住環境技術研究会で『結露』をテーマにセミナーを開催する

運びとなりました。

『結露』と言えば、従来からの窓の結露、タンスの裏や押入れの結

露、高気密・高断熱住宅なのに、窓の内障子を開けたら結露してい

た。改修で内窓をつけたら他の窓に結露した。等々の事象が想定さ

れます。

そこで、おなじみの住宅技術評論家住宅技術評論家住宅技術評論家住宅技術評論家 南雄三先生南雄三先生南雄三先生南雄三先生と、住宅結露のスペシャリストである宮城学院女子大学教授宮城学院女子大学教授宮城学院女子大学教授宮城学院女子大学教授

本間義規先生本間義規先生本間義規先生本間義規先生をお呼びし、南先生からは結露の基本的な部分の解説を、その上で本間先生には学術的な立場か

らより詳しく解説頂き、その後、トーク形式で議論いただくことになりました。

両氏を講師に招いたセミナーは大変貴重です。是非この機会にご参加くださる様お勧めします。

日 時：２０１８年１０月３０日（火）

受付開始 １３：００

１３：３０～１６：３０

会 場：アピオ（岩手産業文化センター）

滝沢市砂込３８９－２０

会議場２Ｆ 第四会議室

無料駐車場あり

参加費：２,０００円

（テキスト、資料、飲み物代）

※テキスト：建築技術 2018年1月号

締めきり：２０１８年１０月１５日（月）

定 員：１２０名 申し込み順

皆さん、その原因はなんなのか？

ご理解いただいてるでしょうか？

ここ数年ZEH化が推進され、建物の高断熱化が進む傾向とな

り、新たな断熱施工【付加断熱（充填断熱と外張り断熱の併用）】

の取組みを始める方も多いことと思われます。その際の内部結露

問題、また、基礎断熱を採用された場合の床下の結露問題等が

懸念され、それに対する配慮・対策が必要となります。


